
mottECO普及による⾷品ロス
削減と脱プラ両⽴プロジェクト

株式会社セブン＆アイ・フードシステムズ
ロイヤルホールディングス株式会社



■⽇本に「⾷べ残しは⾃⼰責任で持ち帰り、ごみに
しない」という消費⾏動を根付かせる

■コンセプト：⾷ロス対策と脱プラの両⽴
※ 競合関係にある「デニーズ」と「ロイヤルホスト」が協⼒し
環境省のモデル事業として、官⺠挙げて普及啓発促進を図っている

１．事業の⽬的



２．事業の内容
取り組み名：mottECO普及による⾷品ロス削減と脱プラ両⽴プロジェクト

• 参加企業：株式会社セブン&アイ・フードシステムズ（以下７FS）、
株式会社ロイヤルホールディングス（以下RH）

• 実施ブランド：デニーズ（７FS）、ロイヤルホスト（RH）
• 実施店舗：デニーズ（開始時都内34店舗、10⽉より都内100店舗）

ロイヤルホスト（関東、関⻄広域に26店舗）⇒別途資料
• 実証実験期間：2021年4⽉〜2022年3⽉
• 効果検証の⽅法：指標

①mottECO容器の使⽤量＝⾷べ残し持ち帰りの実⾏件数として把握
事前調査データからの増加度合いを浸透度として計測「1⽇/店舗
当たりの件数」

②持ち帰り増加量＝廃棄削減量として把握
mottECO容器使⽤当たりのみなし量（⾷材の重量）と件数の増加量
を⾷品ロスの削減量として評価 「期間当たりの削減量（重量）」
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３．店舗での運⽤（mottECOの意味と名称を知っていただく ）
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１）告知：ブランドごとに有効なツールを活⽤
ポスター・レシート（デニーズ）、 メニューブック（ロイヤルホスト）

・まずはお客様に残さず⾷べ切って
いただくよう訴求。

・どうしても⾷べ切れなかったものは、
ご⾃⾝の責任でお持ち帰りいただけ
るよう、準備していることを告知。

mottECO                    ￥0
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※1

２）注意喚起：mottECOご希望のお客様には両⾯のチラシをお渡し

※1 ロイヤルホストでは袋も無料で提供

※2

※2 WEBアンケートで情報を収集



新容器 FSC認証紙製 （マイクロフルート）

3）専⽤容器：mottECOご希望のお客様には専⽤容器をお渡し
（⾷べ残したものはお客様ご⾃⾝で容器に詰めていただく）

容器そのものもmottECO啓発ツールと
して活⽤

環境に配慮したFSC認証紙を使⽤
⾷ロスだけでなく脱プラの両⽴を図る



４．これまでの事業の成果
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mottECO事業 21週まとめ 2021/05/18〜10/10
mottECO前 （デニーズ店舗：集計データ）

350 店
300 g
0.2 件(店/⽇) 60 g/店/⽇ 21 kg/D/⽇ 7.7 t/年
1.4 件(店/週) 420 g/店/週 147 kg/D/週

mottECO後
0.3 件(店/⽇) 90 g/店/⽇ 32 kg/D/⽇ 11.5 t/年
2.1 件(店/週) 630 g/店/週 221 kg/D/週

150% ⾷品廃棄削減量
t/年-3.8

mottECO前 昼：夜 6:4 ⇒ 8:2 時短営業の影響が考えられる ⇒ 通常に戻ると150%⇒200%の試算

この取り組みをデニーズ全店に広げるだけで、
年間3.8tの⾷品廃棄物削減。
ロイヤルホストと合わせると年間
6.6tの削減。
さらに
時短営業を考慮すると
年間13t以上の削減が可能と推計。

mottECOが普及浸透し、消費者⾏動が変わることで事業者リスクが軽減する
⇒それにより取り組みが多くの事業者に広がることで、さらに⼤きな効果、

成果が⾒込まれる


